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現
在
、
中
央
図
書
館
西
に
あ
る

機
関
車
を
整
備
し
、
明
知
鉄
道
に

走
ら
せ
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

　

明
知
鉄
道
は
、
高
齢
者
や
学
生

の
み
が
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
、
利
用
が
向
上
す
る
理
由
が
あ

り
ま
せ
ん
。
沿
線
に
写
真
撮
影
に

適
し
た
場
所
な
ど
の
案
内
を
設
置

し
、
他
県
か
ら
の
愛
好
家
が
写
真

を
撮
る
た
め
出
向
い
て
も
ら
い
、

ま
た
乗
っ
て
も
ら
い
、
土
産
を

　
民
芸
保
存
会
に
よ
る
市
指
定

無
形
文
化
財
「
剣
の
舞
」
を
奉

納
し
ま
す
。「
笠
踊
り
」
も
に

ぎ
や
か
に
舞
い
ま
す
。

□
と
き
　
１０
月
１３
日
㈰
午
後
１

時
半

□
と
こ
ろ
　
蘇そ

原は
ら

神
社
境
内

（
笠
置
町
毛
呂
窪
）　

□
内
容
　
笹
踊
り
、
剣
の
舞
、

笠
踊
り
、
餅
投
げ

　
　
祭
典
実
行
委
員
長
（
古
田

忠
利
）
志
２
７
―
３
５
１
６

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ

て
、
恵
那
と
中
津
川
の
魅
力
や

地
域
な
ら
で
は
の
過
ご
し
方
を

地
元
の
案
内
人
が
紹
介
し
ま

す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
全
部
で

60
個
あ
り
、
少
人
数
制
な
の
で

密
度
の
濃
い
体
験
が
で
き
ま

す
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
は
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.
enaka-gifu.com

/

）
や
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
（
市
役
所
、
え
な

て
ら
す
な
ど
に
設
置
）
で
確
認

の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
期
間
　
11
月
30
日
㈯
ま
で

□
と
こ
ろ
　
恵
那
山
麓
エ
リ
ア

（
恵
那
市
と
中
津
川
市
）

□
内
容
　
60
の「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

（
小
規
模
の
体
験
交
流
型
イ
ベ

ン
ト
）
を
開
催

問
　
恵
那
山
麓
博
覧
会
「
え
な

か
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
え
な
こ
こ
内
）
志
２
２
―

９
２
１
１

　
日
本
大
正
村
に
華
や
か
な
平

安
時
代
が
よ
み
が
え
る
よ
う

な
、
華
麗
な
着
付
け
と
素
晴
ら

し
い
日
本
の
伝
統
美
の
衣
装
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

□
と
き
　
10
月
20
日
㈰
午
後
１

時
～
３
時 

□
と
こ
ろ
　
明
智
か
え
で
ホ
ー

ル □
内
容
　
▽
第
一
部
＝
地
元
モ

デ
ル
に
よ
る
着
物
シ
ョ
ー
（
箏こ

と

の
演
奏
・
七
五
三
・
成
人
式
） 

▽
第
二
部
＝
十じ

ゅ
う

二に

単ひ
と
え

・
束そ

く
た
い帯

着

付
け
シ
ョ
ー 

□
料
金

　
無
料

□
そ
の
他
　
お
茶
席
や
無
料
着

付
け
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

※
着
付
け
コ
ー
ナ
ー
で
必
要
な

着
物
や
帯
、
小
物
、
道
具
な
ど

は
持
参
く
だ
さ
い

問
　
日
本
大
正
村
観
光
案
内
所

☎
５
４
―
３
９
４
４ 

　

　
平
成
２１
年
に
市
内
の
１
０
６

８
軒
の
家
々
を
回
り
、
和
太
鼓

演
奏
を
披
露
し
た
、
和
太
鼓
奏

者
加
藤
拓
三（
恵
那
観
光
大
使
・

大
井
町
）
が
「
夢
に
向
か
う
一

人
の
恵
那
人
」
と
題
し
、
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
最
近

で
は
、
世
界
遺
産
の
前
で
演
奏

す
る
ツ
ア
ー
を
し
た
り
、
ぎ
ふ

清
流
国
体
の
総
合
開
会
式
で
単

独
で
演
奏
し
た
り
す
る
な
ど
の

活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

□
と
き
　
１１
月
９
日
㈯
午
後
２

時□
と
こ
ろ
　
常
磐
座
（
中
津
川

市
高
山
１
０
２
６
―
６
）

□
特
別
ゲ
ス
ト
　
朝あ

さ
も
と元
尊た

か
し

氏

（
和
太
鼓
・
篠
笛
）

□
料
金
　
前
売
り
券
３
０
０
０

円
（
当
日
券
３
５
０
０
円
）

□
取
り
扱
い
場
所
　
恵
那
文
化

セ
ン
タ
ー
他

問
　
福
岡
公
民
館（
中
津
川
市
）

志
０
５
７
３
―
７
２
―
２
１
４

４
　

□
と
き
　
１１
月
７
日
㈭
、
12
日

㈫
、
１９
日
㈫
、
２８
日
㈭
午
前
９

時
半
～
１１
時
半
（
全
４
回
）　

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

か
７セ

ブ
ン

、
８エ

イ
ト

を
使
い
、
文
字
入
力

や
マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
使

い
方
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
を
丁
寧
に
説
明
し
ま
す
。

□
料
金
　
７
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
１
０
５
０
円
が
必

要
）

□
定
員
　
１８
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
申
し
込
み
期
間
　
１０
月
１０
日

㈭
午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日

ま
で

□
そ
の
他
　
テ
キ
ス
ト
は
、

バ
ー
ジ
ョ
ン
に
合
わ
せ
て
準
備

し
ま
す
の
で
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
を

知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
初
め
て
受
講
す
る
方
は
、
１０

月
３０
日
㈬
ま
で
に
申
し
込
め
ば

優
先
さ
れ
ま
す

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

買
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
宮
地
さ
ん
・
岩
村
町
）

　
市
中
央
図
書
館
横
に
静

態
保
存
し
て
い
る
蒸
気
機

関
車
の
活
用
に
つ
い
て
は
、現
在
、

よ
り
効
果
的
な
活
用
方
法
を
導
き

出
す
た
め
、「
リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く

り
明
知
鉄
道
沿
線
住
民
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
、
検
討
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
は
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
の
開
業
に
向
け
て
恵

那
市
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
、
観
光

誘
客
や
移
住
定
住
を
図
る
た
め
で

す
。

　
Ｓ
Ｌ
を
復
活
さ
せ
、
明
知
鉄
道

の
線
路
を
走
ら
せ
る
に
は
、
多
く

の
課
題
が
あ
り
、
ま
た
多
額
の
費

用
も
掛
か
り
ま
す
。
そ
れ
ら
す
べ

て
を
解
消
し
な
け
れ
ば
、
Ｓ
Ｌ
の

復
活
は
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。

今
後
そ
れ
ら
の
課
題
を
一
つ
一
つ

検
証
し
な
が
ら
蒸
気
機
関
車
の
活

用
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
明
知
鉄
道
沿
線
の
写
真
撮
影
に

適
し
た
場
所
の
案
内
設
置
に
つ
い

て
は
、
現
在
も
鉄
道
写
真
好
き
の

方
が
多
数
訪
れ
ま
す
の
で
、
集
客

に
つ
な
が
る
よ
い
考
え
だ
と
思
い

ま
す
。安
全
対
策
な
ど
を
考
慮
し
、

明
知
鉄
道
と
協
議
の
上
、
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
商
工
観
光
課
）

　

音
声
告
知
器
の
再
生
を
新
し
い

情
報
か
ら
聞
け
る
よ
う
に
な
る
と

い
い
と
思
い
ま
す
が
、
で
き
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。
今
は
古
い
情
報

か
ら
し
か
再
生
で
き
な
く
て
、
下

に
送
ら
な
け
れ
ば
今
日
の
も
の
が

聞
け
ま
せ
ん
。
高
齢
者
に
は
面
倒

く
さ
い
で
す
。

　

（
松
井
さ
ん
・
明
智
町
）

　
現
在
の
音
声
告
知
器

は
古
い
放
送
か
ら
順
次

録
音
再
生
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
機

器
の
標
準
仕
様
に
よ
る
も
の
で
、

改
修
に
は
多
額
の
費
用
が
掛
か
っ

て
し
ま
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

使
い
勝
手
を
考
え
る
と
新
し
い
放

送
か
ら
再
生
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
、
機

器
の
更
新
時
に
「
新
し
い
放
送
か

ら
再
生
さ
れ
る
仕
組
み
」
を
標
準

と
す
る
機
器
を
開
発
、
納
入
す
る

よ
う
メ
ー
カ
ー
に
要
望
し
ま
す
。

（
防
災
情
報
課
）

　

以
前
、
恵
那
峡
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
る
傘
岩
を
見
た

は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン

講
座
受
講
生
を
募
集

問

問問
と
き
に
、
随
分
と
元
の
方
が
風
化

し
て
細
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

倒
れ
て
く
る
よ
う
な
危
険
性
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。（

匿
名
・
岩
村
町
）

　
　

　
傘
岩
は
、
国
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
過
去
に
倒
れ
る
危
険
も
指

摘
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
最
近
で

は
、
平
成
20
年
に
国
の
専
門
機
関

が
観
察
調
査
を
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、「
全
体
的
に
は
天
然
の
物

な
の
で
劣
化
し
て
い
る
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
が
、
こ
の
岩
は
長
年

の
自
然
環
境
の
変
化
で
形
成
さ
れ

た
形
が
、
絶
妙
で
あ
る
こ
と
か
ら

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た

の
で
、
風
化
を
食
い
止
め
る
薬
剤

注
入
や
柱
を
入
れ
る
な
ど
の
措
置

は
、
天
然
記
念
物
と
し
て
相
応
し

く
な
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
行
為
を
行
う

こ
と
で
、
逆
に
倒
壊
し
て
し
ま
う

危
険
も
あ
り
ま
す
。
周
囲
の
環
境

に
配
慮
し
な
が
ら
様
子
を
見
る
こ

と
を
助
言
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
必
要
に
応
じ
て
調
査
な

ど
を
行
い
、
現
在
の
状
態
が
維
持

で
き
る
方
法
を
検
討
し
て
い
く
必

要
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
文
化
課
）

　

阿
木
川
公
園
内
に
ク
ス
ノ
キ
を

ぜ
ひ
植
え
る
こ
と
を
検
討
し
て
く

だ
さ
い
。
中
津
川
市
健
康
福
祉
会

館
の
前
に
は
３
カ
所
あ
り
、
真
夏

で
も
と
て
も
涼
し
く
気
持
ち
が
良

い
で
す
。（

長
島
町
・
佐
藤
さ
ん
）

　
阿
木
川
公
園
は
河
川
区

域
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る

公
園
で
、
ケ
ヤ
キ
が
植
栽
さ
れ
て

い
ま
す
。
河
川
公
園
で
の
高
木
の

植
栽
は
、
位
置
や
間
隔
な
ど
定
め

ら
れ
た
基
準
が
あ
り
、
現
在
の
ケ

ヤ
キ
の
植
栽
や
ベ
ン
チ
な
ど
も
基

準
に
合
わ
せ
て
配
置
さ
れ
、
河
川

管
理
者
の
県
の
河
川
占
用
許
可
を

取
っ
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ク
ス
ノ
キ
の
植
栽
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
現
在
の
公
園
に
可
能
な

植
栽
位
置
が
あ
る
か
ど
う
か
の
検

討
か
ら
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
都
市
整
備
課
）

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ
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▲国の天然記念物「傘岩」

▲十二単の着付けショー

▲中央図書館の西にある蒸気機関車

「
加
藤
拓
三
」
和
太
鼓
コ

ン
サ
ー
ト
’13

笠
置
町
毛
呂
窪
の
祭
り

で
「
剣
の
舞
」
を
奉
納

恵
那
山
麓
博
覧
会
「
え

な
か
」
２
０
１
３
開
催

蒸
気
機
関
車
を
明
知
鉄

道
で
走
ら
せ
て
は

十
二
単
・
束
帯
着
付
け

シ
ョ
ー

問

問

申
・

音
声
告
知
器
を
新
し
い

情
報
か
ら
の
再
生
に

傘
岩
が
倒
れ
る
危
険
性

は
な
い
の
か

阿
木
川
公
園
に
ク
ス
ノ

キ
の
植
樹
を
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